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大渕修一、植田拓也、本川佳子、枝広あや子、白部麻樹 

Ａ．研究目的 

オーラルフレイルは、日本で考案された

概念であり、2014年に初めてその基本的

な概念が提唱された。その後、多岐にわた

る検討が行われ、国民にとって、よりイメ

ージしやすい概念にブラッシュアップする

ことを目的に、日本老年医学会、日本老年

歯科医学会、日本サルコペニア・フレイル

学会による「オーラルフレイルに関する３

学会合同ワーキンググループ」が 2022年

に設置された。ワーキンググループによ

り、オーラルフレイルに関する概念および

定義の再検討がなされ、2024 年 4月 1日

に「オーラルフレイルに関する 3学会合同

ステートメント」が公表された。本ステー

トメントにおいて、オーラルフレイルの概

念および定義が明確に示された。概念は、

「オーラルフレイルは、口の機能の健常な

状態（いわゆる『健口』）と『口の機能低

下』との間にある状態である」とされ、定

研究要旨 

オーラルフレイルに関する報告は散見されるものの、オーラルフレイルに対する標

準的なトレーニングメニューの整備やその実効性に関する議論は十分に進んでいな

い。そこで本研究は、オーラルフレイル対策に関連する文献を渉猟し、具体的なトレ

ーニングメニュー作成に資する知見整理を目的とした。 

2024年 9月までに報告された日本語および英語の原著論文を対象に文献検索を行

い、最終的に介入研究 23件（和文 4件、英文 19件）を本事業検討資料論文として採

用した。採用した研究の多くは、複数の動作を組み合わせた包括的なプログラムが介

入法として用いられており、口腔機能に資する部位（口唇、舌など）の動作のトレー

ニング効果を検証した研究は少なかった。また、特定疾患を対象とした研究や専門機

器を用いる研究も多く、地域実装に適した研究は限られていた。 

今後は、短時間かつ簡便に実施可能なトレーニングに関する効果検証等が進み、地

域において取り入れやすいオーラルフレイル対応プログラムに関するエビデンス構築

が期待される。 
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義は、「オーラルフレイルは、歯の喪失や

食べること、話すことに代表されるさまざ

まな機能の『軽微な衰え』が重複し、口の

機能低下の危険性が増加しているが、改善

も可能な状態である」と整理されている。 

オーラルフレイルは、身体的フレイルや

筋肉減弱（サルコペニア）、低栄養を引き

起こすと考えられ、地域在住高齢者を対象

とした前向きコホート研究の結果、新規要

介護認定および死亡と有意に関連している

ことが報告されている。また、オーラルフ

レイルと身体的フレイルが併存するケース

では、オーラルフレイルのみに該当するケ

ースより、さらに新規要介護認定や死亡と

の関連性が強いことも明らかとなってい

る。したがって、オーラルフレイルの状態

が悪化すると、口の機能低下を介して口の

機能障害に至り、また身体的フレイルなど

が併存することで、生活機能障害や死亡の

リスクが高まるといえる。さらにオーラル

フレイルが進行すると「口の機能低下」に

至るとされ、この段階は臨床的病態（咀嚼

機能低下、嚥下機能低下など）が顕在化し

た状態であり、歯科医療専門職による口腔

機能や歯の問題への直接的な介入はもとよ

り、多職種との協働した対応が求められ

る。 

口の機能障害に推移する前に、その早期

段階であるオーラルフレイルの対策を行う

ことで、「口の機能の障害」や身体的フレ

イル、社会的フレイル、サルコペニア、低

栄養などのさらなる障害や重症化を食い止

めることが期待される。また、こうした対

策を多様な場面で、多職種や産学官民の連

携によって取り組むことが求められてい

る。しかしながら、オーラルフレイルに関

する報告は散見されるものの、オーラルフ

レイル対策の標準的な取組に関する議論は

深化していない。 

 そこで本研究は、オーラルフレイル対策

に関連する文献を渉猟し、具体的なトレー

ニングメニュー作成に資する知見整理を目

的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

 地域で実装可能な口腔機能向上トレーニ

ング等のオーラルフレイル対策および口腔

機能向上に関する介入効果を報告した原著

論文を和文英文ともに検索を行った。 

 日本語論文は、医学中央雑誌文献データ

ベースを用いて、「オーラルフレイル」「口

腔機能」「咀嚼機能」「嚥下機能」「口腔湿

潤度」「咬合力」「舌圧」「咬筋」「咀嚼筋」

「口腔乾燥」「舌口唇運動機能」「滑舌」を

キーワードとして検索した。英語論文の検

索には、PubMed®を用いて、「oral 

frailty」「oral function」「masticatory 

function」「swallowing function」「oral 

moisture / mucosal wetness」

「occlusal/bite force」「tongue 

pressure」「masseter muscle」

「mastication/masticatory muscle」

「deglutition muscle」「tongue muscle」

「oral dryness」「tongue-lip motor 

function」「oral diadochokinesis」

「pronunciation」をキーワードとして検

索した。2024年 10月に検索し、2024年 9

月までに報告された原著論文で、介入研究

を実施した研究のみを対象とした。 

重複文献を除外した後、2名が抄録をレ

ビューし、以下の基準に該当する研究を除

外した：(1)研究対象者に高齢者が含まれ
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ていない、(2)特定の疾患を有する者を対

象としている、(3)評価指標に口腔機能が

含まれていない、(4)口腔機能向上トレー

ニングに資する体操等が含まれていない、

(5)専門職等の介助が必要な方法である、

(6)専門的な機器等を使用している、(7)治

療行為が含まれる、(8)食品・飲料等の摂

取が含まれる、(9)全文の入手が困難であ

る。 

 

（倫理面への配慮） 

 結果に記載するすべての文献は、研究倫

理に則って実施されたと明記されているも

の、または倫理的な配慮が確認できるもの

に限定した。 

 

Ｃ．研究結果 

1．研究の選択 

検索で特定された研究は、日本語論文

が 437件、英語論文が 493件であった。

このうち、レビュー後に採用した研究は

日本語論文が 4件、英語論文が 19件で

あった。 

2．研究の特性 

採用した研究について、対象者、研究

デザイン、介入時期、介入内容、評価指

標、結果を表 1、2に示した。 

 

Ｄ．考察 

 本研究では、健常高齢者が自宅や地域の

活動（通いの場等）において実施可能な口

腔機能向上トレーニングに関する研究につ

いて検討を行った。 

地域で実施されている体操等の効果検証

を行った先行研究では、複数の動作を組み

合わせた包括的なプログラムが採用されて

おり、プログラムの実施による各口腔機能

への影響について検証されていた。そのた

め、特定のトレーニングメニューによる

個々の口腔機能への効果の明確化には限界

があった。また、脳卒中等の特定の疾患を

対象とした研究や、地域においては入手困

難な機器等を用いた研究が多く、採用でき

た研究が少なかった。 

今後、地域高齢者に対する口腔機能維

持・向上に資するマニュアル等を作成する

うえでは、包括的なトレーニングの有用性

を踏まえつつも、口腔機能関連以外の身体

活動や生活支援などのプログラムと併用可

能な、短時間で実施できる簡便なプログラ

ムの開発も求められる。そのためには、特

定のトレーニングメニューの効果を個別に

検証したエビデンスの蓄積が不可欠であ

り、今後の研究では、より限定された介入

内容による検証や、単独のトレーニング項

目に着目した介入研究の推進も重要とな

る。 

 

Ｅ．結論 

オーラルフレイル対策に資する口腔機能

向上トレーニングに関する介入研究を検討

した結果、地域で実施可能な口腔機能向上

トレーニングに関する介入研究は限られて

おり、特に個別の動作（各口腔機能への効

果）に着目したエビデンスが不足している

ことが明らかとなった。今後は、短時間か

つ簡便に実施可能なトレーニングに関する

効果検証等が進み、地域において取り入れ

やすいトレーニングに関するエビデンス構

築が期待される。 
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Ｆ．研究発表 

 1.  論文発表 

なし 

 2.  学会発表 

なし 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

なし 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 3.その他 

 なし 
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表
1 

研
究
の
特
性
：
日
本
語
論
文

 
著
者

 
（
掲
載
誌
、

出
版
年
）

 
対
象
者

 
研
究
デ
ザ
イ
ン

 
介
入
時
期

 
介
入
内
容

 
評
価
指
標

 
結
果

 

藤
原
奈
津
美

ら
 

（
日
衛
学
誌

、
20

23
）

 
日
本

 
地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
参

加
者

 
介
入
群

32
名
（

平
均

年
齢

74
.0

歳
）

 
対
照
群

11
名
（

平
均

年
齢

69
.0

歳
）

 

非
ラ
ン
ダ
ム
化

比
較
試
験

 
記
載
な
し

 
口
腔
体
操
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
く

っ
ぽ

ち
ゃ
ん
健
口
体
操
を
毎
日

1
回
以

上
自
宅
で
実
施
、
く
っ
ぽ
ち
ゃ
ん

健
口
体
操
を
サ
ロ
ン
活
動
内
で

1
か
月
に

1
回
実
施
、

2
回
の
口
腔

機
能
に
関
す
る
講
話
に
参
加
）

 
5
ヵ
月
実
施

 

舌
の
口
腔
細
菌

数
、
舌
突
出
量
、

最
大
開
口
量
、
舌

圧
、
口
唇
閉
鎖

力
、
舌
口
唇
運
動

機
能
（
オ
ー
ラ
ル

デ
ィ
ア
ド
コ
キ
ネ

シ
ス
）

 

 

荒
川
武
士
ら

 
（
日
摂
食
嚥

下
リ
ハ
会

誌
、

20
22

）
 

日
本

 
回
復
期
病
棟
入
院
患
者

 
介
入
群

35
名
（

平
均

年
齢

78
.6

歳
）

 
対
照
群

35
名
（

平
均

年
齢

79
.7

歳
）

 

準
ラ
ン
ダ
ム
化

比
較
試
験

 
20

20
年

4
月
～

20
21

年
3
月

 

背
臥
位
で
の
頭
部
屈
曲
反
復
運
動

（
基
本
軸
を
「
外
耳
道
孔
を
通
る

床
か
ら
の
垂
直
線
、
移
動
軸
を

「
外
眼
角
と
外
耳
道
孔
を
結
ぶ

線
」
と
す
る
運
動
で
，
枕
な
し
で

の
背
臥
位
時
に
「
頭
を
ベ
ッ
ド
か

ら
離
さ
ず
に
顎
を
引
い
て
く
だ
さ

い
（
う
な
ず
い
て
く
だ
さ
い
）」

と

口
頭
指
示
し
た
。
屈
曲
角
度
は
自

動
運
動
で
可
能
な
最
大
角
度
と
し

た
。

1 
日
に

30
 回

×3
 セ

ッ
ト
」

 
毎
日
、

2 
週
間
実
施

 

3
回
唾
液
嚥
下
積

算
時
間
、
舌
圧
、

開
口
力
、
口
腔
関

連
Q

O
L

（
G

O
H

AI
）

 

介
入
群
に
お
い
て
、

3
回
唾
液

嚥
下
積
算
時
間
、
舌
圧
、
開

口
力
が
有
意
に
改
善
し
た
。

 

長
棹
由
起
ら

 
（
老
年
歯
学

、
20

22
）

 
日
本

 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

お
よ
び
ケ
ア
ハ
ウ
ス
入

居
者

 
介
入
群

26
名
（

平
均

年
齢

81
.3

歳
）

 
対
照
群

21
名
（

平
均

年
齢

76
.3

歳
）

 

層
別
ラ
ン
ダ
ム

化
比
較
試
験

 
記
載
な
し

 
舌
筋
訓
練
（
食
前
に
最
大
限

の
舌

の
出
し
入
れ
を

3 
回
）
と
舌
口
唇

機
能
訓
練
（「

パ
」「

タ
」「

カ
」
の

各
語
を
で
き
る
か
ぎ
り
速
く

5 
秒

間
連
呼
さ
せ
、
そ
れ
ら
を

10
 秒

間

隔
で

1 
語
に
つ
き

3 
回
実
施
）

 
毎
日
、

21
ヵ
月
間
実
施

 

認
知
機
能
検
査

（
M

M
SE

-J
）、

口
腔
湿
潤
度
、
舌

口
唇
運
動
機
能

（
オ
ー
ラ
ル
デ
ィ

ア
ド
コ
キ
ネ
シ

ス
）、

舌
筋
力
、

口
唇
閉
鎖
力

 

介
入
群
に
お
い
て
、
舌
筋
力

お
よ
び
口
唇
閉
鎖
力
が
訓
練

前
と
比
較
し
て
有
意
に
向
上

し
た
。

 
訓
練
前
と

21
ヵ
月
後
と
の
変

化
率
は
、
介
入
群
は
対
照
群

と
比
較
し
て
、
舌
口
唇
運
動

機
能
、
舌
筋
力
、
口
唇
閉
鎖

力
で
有
意
に
高
値
を
示
し

た
。

 
  

 

11



表
1 

研
究
の
特
性
：
日
本
語
論
文
（
つ
づ
き
）

 
竹
田
圭
秀
ら

 
（
日
口
腔
リ

ハ
会
誌
、

20
20

）
 

日
本

 
歯
科
医
院
受
診
者
、
介

護
予
防
拠
点
お
よ
び
地

域
高
齢
者
交
流
サ
ロ
ン

参
加
者

 
10

名
（
平
均
年
齢

83
.2

歳
）

 

前
後
比
較
試
験

 
20

18
年

7
月
～

20
19

年
8
月

 

舌
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
具
（
ペ
コ
ぱ

ん
だ
、
株
式
会
社

JM
S）

を
用
い

て
2
種
類
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
 

筋
力
強
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
：
最
大

舌
圧
の

85
％
以
上
の
力
で

5
回
×

3
セ
ッ
ト
を

1
日

3
回
（
毎

食

前
）

 
持
久
力
強
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
：
最

大
舌
圧
の

65
％
以
下
の
力
で

10
回
×

3
セ
ッ
ト
を

1
日

3
回
（
毎

食
前
）

 
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
週

2
回

+持
久

力
強
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
週

4
回
、

4
ヵ
月
間

 

嚥
下
機
能
（

EA
T-

10
）、

咀
嚼
力

（
ロ
ッ
テ
キ
シ
リ

ト
ー
ル
咀
嚼
力
判

定
ガ
ム
）、

栄
養

状
態
（

M
N

A）
、

下
腿
周
囲
長
、
握

力
 

舌
圧
の
有
意
な
上
昇
は
な
か

っ
た
。
初
回
と
比
較
し
て

2
ヵ
月
後
の
舌
圧
が
上
昇
し
て

い
た
群
、
減
少
し
て
い
た
群

で
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
上
昇

群
に
お
い
て
咀
嚼
力
が
有
意

に
増
加
し
た
。
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表
2 

研
究
の
特
性
：
英
語
論
文

 
著
者

 
（
掲
載
誌
、

出
版
年
）

 
対
象
者

 
研
究
デ
ザ
イ
ン

 
介
入
時
期

 
介
入
内
容

 
評
価
指
標

 
結
果

 

Ch
en

g 
BH

, e
t a

l. 
(J

 O
ra

l R
eh

ab
il,

 2
02

4)
 

台
湾

 
台
東
と
花
蓮
の
原
住
民

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 
介
入
群

12
2
名
（
平

均
年
齢

66
.8

歳
）

 
対
照
群

11
8
名
（
平

均
年
齢

67
.8

歳
）

 

ラ
ン
ダ
ム
化
比

較
試
験

 
20

19
年
～

20
20

年
 

口
腔
運
動
（
頭
を
回
す
、
唇

を
突

き
出
す
、
頬
を
膨
ら
ま
せ
る

、
舌

を
伸
ば
す
、
調
音
運
動
（

/p
a/
、

/ta
/、

/k
a/
）、

唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ

（
耳
下
腺
、
顎
下
腺
、
舌
下
腺
））

 
週

1
回
、

4
週
間
実
施

 
2
週
間
後
、

3
ヵ
月
後
、

6
ヵ

月
後

に
追
跡
調
査
を
実
施

 

口
腔
関
連

Q
O

L
（

G
O

H
AI

）、

RS
ST

、
舌
口
唇

運
動
機
能
（
オ
ー

ラ
ル
デ
ィ
ア
ド
コ

キ
ネ
シ
ス
）、

咀

嚼
機
能
（
咀
嚼
チ

ェ
ッ
ク
ガ
ム
）、

刺
激
時
唾
液
量
、

主
観
的
嚥
下
機
能

評
価
、
プ
ラ
ー
ク

付
着
率
、
口
腔
清

掃
習
慣

 

介
入
群
は
、

2
週
間
後
の
咀
嚼

機
能
お
よ
び
舌
口
唇
運
動
機

能
の
パ
音
、

3
カ
月
後
の
プ
ラ

ー
ク
付
着
率
、

6
カ
月
後
の

G
O

H
AI

が
有
意
に
改
善
し

た
。

 

Ch
en

 H
H

, e
t a

l. 
(J

 D
en

t S
ci

, 2
02

2)
 

台
湾

 
5
か
所
の
地
域
デ
ィ
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
利
用
者

 
66

名
（
平
均
年
齢

78
.1

歳
）

 

前
後
比
較
研
究

 
記
載
な
し

 
口
腔
体
操
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
深

呼

吸
、
頸
部
、
肩
部
、
上
肢
の

前

後
・
上
下
運
動
、
舌
部
運
動

、
口

唇
の
開
閉
運
動
、
頬
の
膨
張

・
収

縮
運
動
、
発
声
運
動
、
唾
液

腺
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
含
む

15
分
間
の
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
）

 
週

1
回
、

3
ヵ
月
間

 

舌
圧

 
舌
圧
が
有
意
に
改
善
し
た
。

 

Sa
sa

jim
a 

M
, e

t a
l. 

(I
nt

 J
 E

nv
ir

on
 R

es
 

Pu
bl

ic
 H

ea
lth

, 2
02

1)
 

日
本

 
ハ
イ
リ
ス
ク
高
齢
者

（
K

CL
 N

o.
6~

10
に

3
項
目
以
上
該
当
）

 
介
入
群

60
名
（

80
歳

以
上

21
名
）

 
対
照
群

46
名
（

80
歳

以
上

14
名
）

 

ラ
ン
ダ
ム
化
比

較
試
験

 
記
載
な
し

 
口
腔
機
能
体
操
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
表

情
筋
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
舌

の
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
、
唾
液
腺
マ
ッ

サ
ー

ジ
、
嚥
下
機
能
と
発
音
の
エ

ク
サ

サ
イ
ズ
か
ら
構
成
さ
れ
た

30
分
間

の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
）

 
週

1
回
、

3
ヵ
月
間

 

身
体
機
能

（
TU

G
、
開
眼
片

足
立
ち
）、

舌
口

唇
運
動
機
能
（
オ

ー
ラ
ル
デ
ィ
ア
ド

コ
キ
ネ
シ
ス
）

 

介
入
群
に
お
い
て
、
舌
口
唇

運
動
機
能
、

TU
G
、
開
眼
片

足
立
ち
が
有
意
に
改
善
し

た
。
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表
2 

研
究
の
特
性
：
英
語
論
文
（
つ
づ
き
）

 
Iy

ot
a 

K
, e

t a
l. 

(G
er

on
to

lo
gy

, 2
02

2)
 

日
本

 
健
常
高
齢
者

 
42

名
（
平
均
年
齢

73
.1

歳
）

 

前
後
比
較
研
究

 
記
載
な
し

 
ぺ
こ
ぱ
ん
だ

®
を
用
い
た
舌
圧
強
化

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（

5
回
×

3
セ
ッ
ト

を
1
日

3
回
）

 
週

3
回
以
上
、

3
ヵ
月
間

 

舌
圧
、
舌
口
唇
運

動
機
能
（
オ
ー
ラ

ル
デ
ィ
ア
ド
コ
キ

ネ
シ
ス
）、

握

力
、
開
眼
片
足
立

ち
、
椅
子
立
ち
座

り
、

5m
歩
行
、

TU
G
、
身
体
組

成
、
食
品
摂
取
多

様
性
ス
コ
ア

（
D

VS
）

 

介
入
群
に
お
い
て
、
口
腔
機

能
は
有
意
に
増
加
し
、
身
体

機
能
、
開
眼
片
足
立
ち
時

間
、
座
位
か
ら
立
位
へ
の
動

作
、

3-
m

 T
U

G
も
有
意
に
改

善
し
た
。
体
組
成
に
つ
い
て

は
、
内
臓
脂
肪
レ
ベ
ル
と
基

礎
代
謝
量
が
有
意
に
減
少
し

た
。

 

Sh
ir

ob
e 

M
, e

t a
l. 

(G
er

on
to

lo
gy

, 2
02

2)
 

日
本

 
地
域
在
住
高
齢
者
（
オ

ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
該
当

者
か
ら
抽
出
）

 
介
入
群

51
名
（

平
均

年
齢

78
.6

歳
）

 
対
照
群

32
名
（

平
均

年
齢

78
.0

歳
）

 

ク
ラ
ス
タ
ー
ラ

ン
ダ
ム
化
比
較

試
験

 

記
載
な
し

 
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
改
善
プ

ロ
グ

ラ
ム
（
口
腔
体
操
、
開
口
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
、
ぺ
こ
ぱ
ん
だ

®
を
用
い
た

舌
圧
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
無
意
味
音

音
節
連
鎖
訓
練
、
咀
嚼
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
）

 
毎
日
、

3
ヵ
月
間

 
3
ヵ
月
後
、

6
ヵ
月
後
に
追
跡
調
査

を
実
施

 

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
ス
コ
ア
、
舌
口

唇
運
動
機
能
（
オ

ー
ラ
ル
デ
ィ
ア
ド

コ
キ
ネ
シ
ス
）、

舌
圧
、
嚥
下
機
能

（
RS

ST
）、

咀
嚼

機
能
（
グ
ル
コ
セ

ン
サ
ー
、
咀
嚼
チ

ェ
ッ
ク
ガ
ム
）、

体
重
、
体
脂
肪

率
、
筋
肉
量
、

BM
I、

基
礎
代
謝

量
、
下
腿
周
囲
長

 

介
入
群
に
お
い
て
、
オ
ー
ラ

ル
デ
ィ
ア
ド
コ
キ
ネ
シ
ス
、

舌
圧
、

RS
ST

、
ガ
ム
、
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
ス
コ
ア
、
体

重
、
体
脂
肪
率
、

BM
Iが

有

意
に
増
加
し
た
。
ま
た
、
オ

ー
ラ
ル
デ
ィ
ア
ド
コ
キ
ネ
シ

ス
、
舌
圧
、

RS
ST

お
よ
び
ガ

ム
に
つ
い
て
は
、
群
と
時
間

の
間
に
有
意
な
交
互
作
用
が

み
ら
れ
た
。

 

Su
ga

ya
 N

, e
t a

l. 
(J

 L
ar

yn
go

l O
to

l, 
20

21
) 

日
本

 
歯
科
医
院
通
院
患
者

 
57

名
（
平
均
年
齢

78
.5

歳
）

 

前
後
比
較
研
究

 
記
載
な
し

 
嚥
下
額
運
動
（
頭
を
下
げ
て

腹
部

を
の
ぞ
き
込
み
、
手
の
付
け

根
を

使
っ
て
額
を

5
秒
間
押
す
）
お
よ

び
顎
押
し
上
げ
運
動
（
下
顎
を
胸

の
方
に
引
き
寄
せ
、
親
指
を
使
っ

て
5
秒
間
強
く
押
す
）（

10
回
×

1
セ
ッ
ト
を

1
日

3
回
）

 
毎
日
、

2
ヵ
月
間

 

嚥
下
機
能
（
ビ
デ

オ
内
視
鏡
検

査
）、

呼
気
流
量

検
査
、
握
力

 

介
入
群
に
お
い
て
、
有
意
に

嚥
下
機
能
が
改
善
し
た
。
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表
2 

研
究
の
特
性
：
英
語
論
文
（
つ
づ
き
）

 
Ya

no
 J

, e
t a

l. 
(D

ys
ph

ag
ia

, 2
02

1)
 

日
本

 
通
所
事
業
所
利
用
者

 
介
入
群

16
名
（

年
齢

中
央
値

84
.5

歳
）

 
対
照
群

11
名
（

年
齢

中
央
値

79
.0

歳
）

 

非
ラ
ン
ダ
ム
化

比
較
試
験

 
20

19
年

10
月
～

20
20

年
1
月

 

ぺ
こ
ぱ
ん
だ

®
を
用
い
た
舌
圧
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
（

1
日

3
回
）

 
週

5
日
、

2
ヵ
月
間

 

最
大
舌
圧
、
舌
圧

の
持
久
力

 
介
入
群
に
お
い
て
、
最
大
舌

圧
、
舌
圧
の
持
久
力
が
有
意

に
改
善
し
た
。

 

M
at

su
ba

ra
 C

, e
t a

l. 
(A

rc
h 

G
er

on
to

l 
G

er
ia

tr
, 2

02
1)

 

日
本

 
地
域
在
住
高
齢
者

 
介
入
群

25
名
（

平
均

年
齢

77
.0

歳
）

 
対
照
群

25
名
（

平
均

年
齢

72
.8

歳
）

 

ラ
ン
ダ
ム
化
比

較
試
験

 
記
載
な
し

 
口
腔
衛
生
指
導
お
よ
び
口
腔

機
能

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
首
・
肩
の

ス
ト

レ
ッ
チ
、
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー

ジ
、

開
口
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ぺ
こ

ぱ
ん

だ
®
を
用
い
た
舌
圧
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
無
意
味
音
音
節
連
鎖
訓
練
、

咀
嚼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

 
毎
日
、

8
ヵ
月
間

 

認
知
機
能

（
M

M
SE

-J
、

TM
T-

A,
B）

、
口

腔
機
能
（
舌
口
唇

運
動
機
能
（
オ
ー

ラ
ル
デ
ィ
ア
ド
コ

キ
ネ
シ
ス
）、

舌

圧
、
嚥
下
機
能

（
RS

ST
）、

咀
嚼

機
能
（
咀
嚼
チ
ェ

ッ
ク
ガ
ム
、

U
H

A
グ
ミ
）、

口
腔
衛

生
状
態
（
プ
ラ
ー

ク
付
着
率
、
歯
周

ポ
ケ
ッ
ト
）

 

介
入
群
に
お
い
て
、
有
意
に

認
知
機
能
（

TM
T）

、
舌
口
唇

運
動
機
能
、
舌
圧
、
咀
嚼
機

能
、
口
腔
衛
生
状
態
が
改
善

し
た
。

 

Ra
j B

T,
 e

t a
l. 

(J
 F

am
ily

 M
ed

 P
ri

m
 

Ca
re

, 2
02

0)
 

イ
ン
ド

 
貧
困
高
齢
者
施
設
入
居

者
 

48
名
（

60
-6

9
歳

21
名
、

70
-7

9
歳

14
名
、

80
-8

9
歳

11
名
、

90
歳
以
上

2
名
）

 

前
後
比
較
研
究

 
記
載
な
し

 
口
腔
運
動
（
表
情
筋
、
舌
、

唾
液

腺
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
）
を
学

習
（

1
時
間
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
）

と
実

演
（
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
対
象

者
が

実
施
）
に
分
け
て
実
施
。

 
17

日
間

 

口
腔
機
能
（
ド
ラ

イ
マ
ウ
ス
症
状
、

唾
液

pH
量
、
唾

液
分
泌
量
、
開
口

部
の
大
き
さ
、
口

臭
、
口
腔
運
動
機

能
）

 

有
意
に
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
症

状
、
唾
液

pH
量
、
唾
液
分
泌

量
、
開
口
部
の
大
き
さ
、
口

臭
が
改
善
し
た
。
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表
2 

研
究
の
特
性
：
英
語
論
文
（
つ
づ
き
）

 
Le

e 
K

H
, e

t a
l. 

(G
er

ia
tr

 G
er

on
to

l I
nt

, 
20

20
) 

中
国

 
地
域
在
住
高
齢
者

 
舌
圧
嚥
下
群

30
名

（
65

-7
4
歳

8
名
、

75
-8

4
歳

20
名
、

85
歳
以
上

2
名
）

 
舌
圧
抵
抗
ト
レ
ー

ニ
ン

グ
群

22
名
（

65
-7

4
歳

6
名
、

75
-8

4
歳

13
名
、

85
歳
以
上

3
名
）

 
対
照
群

22
名
（

65
-

74
歳

7
名
、

75
-8

4
歳

13
名
、

85
歳
以
上

2
名
）

 

3
群
ラ
ン
ダ
ム

化
比
較
試
験

 
記
載
な
し

 
舌
圧
嚥
下
群
：
舌
圧
運
動
（

(i)
舌

を
出
さ
ず
に
唾
液
を
飲
み
込
む
、

(ii
)舌

を
出
さ
ず
に
力
強
く
唾
液
を

飲
み
込
む
、

(ii
i)舌

の
約

3
分
の

1
を
出
し
て
唾
液
を
飲
み
込
む
、

(iv
)

舌
の
約

3
分
の

2
を
出
し
て

唾
液

を
飲
み
込
む
、
の
動
作
を

3
回
ず

つ
繰
り
返
す
）
を

1
日

3
回
実
施

 
舌
圧
抵
抗
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
群

：

Io
w

a 
O

ra
l P

er
fo

rm
an

ce
 用

具

を
用
い
て
、

30
回
繰
り
返
す
口
腔

筋
力
強
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

1
日

3
回
実
施

 
週

3
日
、

2
ヵ
月
間

 

口
腔
筋
力
（

Io
w

a 
O

ra
l 

Pe
rf

or
m

an
ce

 用
具
を
用
い
て
、
是

前
舌
筋
力
、
後
舌

筋
力
、
口
唇
筋
力

を
測
定
）、

唾
液

分
泌
量

 

舌
圧
嚥
下
群
で
は
舌
の
前
方

と
後
方
の
両
方
の
筋
力
の
改

善
が
み
ら
れ
た
が
、
舌
圧
抵

抗
訓
練
群
で
は
舌
の
前
方
の

筋
力
の
み
が
有
意
に
増
加
し

た
。
舌
圧
嚥
下
訓
練
群
、
舌

圧
抵
抗
訓
練
群
と
も
に
唾
液

分
泌
量
の
増
加
が
認
め
ら

れ
、
舌
圧
抵
抗
訓
練
群
の
方

が
唾
液
分
泌
量
は
多
か
っ

た
。

 

Iw
ao

 Y
, e

t a
l. 

(C
lin

 E
xp

 D
en

t R
es

, 
20

19
) 

日
本

 
地
域
在
住
高
齢
者

43
名
（
平
均
年
齢

75
.3

歳
）

 

前
後
比
較
試
験

 
20

18
年

5
月
～

11
月

 
身
体
運
動
：
ス
ト
レ
ッ
チ
、
膝
伸

展
、
膝
挙
上
、
片
足
立
ち
、
つ
ま

先
立
ち
の
運
動
（
計

30
分
）

 
口
腔
保
健
：
口
腔
体
操
（
舌
体

操
、
口
唇
す
ぼ
め
体
操
、
唾
液
腺

マ
ッ
サ
ー
ジ
）、

歯
磨
き
指
導
、
口

腔
保
健
指
導
（
計

40
分
）

 
栄
養
指
導
：
健
康
的
な
食
事
に
関

す
る
講
話
と
実
習
（
計

40
分
）

 
全

12
回
の
内
、

3
つ
を
組
み
合
わ

せ
て
実
施

 
週

1
回
、

3
ヵ
月
間

 

口
腔
内
の
状
態
、

口
腔
湿
潤
度
、
口

腔
細
菌
数
、
舌
口

唇
運
動
機
能
（
オ

ー
ラ
ル
デ
ィ
ア
ド

コ
キ
ネ
シ
ス
）、

反
復
唾
液
嚥
下
テ

ス
ト
（

RS
ST

）、

嚥
下
障
害
リ
ス
ク

（
D

RA
CE

）、
握

力
、

TU
G
、
開
眼

片
足
立
ち

 

前
期
高
齢
者
と
後
期
高
齢
者

に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
前
後
比

較
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ

の
群
に
お
い
て
も
、
オ
ー
ラ

ル
デ
ィ
ア
ド
コ
キ
ネ
シ
ス
、

RS
ST

、
握
力
、

TU
G
が
有

意
に
改
善
し
た
。
ま
た
前
期

高
齢
者
に
お
い
て
は
、
嚥
下

障
害
リ
ス
ク
も
有
意
に
改
善

し
た
。
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表
2 

研
究
の
特
性
：
英
語
論
文
（
つ
づ
き
）

 
K

im
 H

J,
 e

t a
l. 

(C
lin

 In
te

rv
 A

gi
ng

, 
20

19
) 

韓
国

 
高
齢
市
民
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者

84
名
（

平
均

年
齢

74
.4

歳
）

 

前
後
比
較
試
験

 
記
載
な
し

 
簡
易
版
口
腔
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

：
口

唇
・
舌
・
頬
の
ス
ト
レ
ッ
チ

、
咀

嚼
筋
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
嚥
下

運
動

（
計

2
分
間
）
を

1
日

2
回
（
食

前
）
に
実
施

 
毎
日
、

1
週
間
実
施

 

主
観
的
評
価
（
咀

嚼
・
嚥
下
の
困
難

感
、
口
腔
乾
燥

感
）、

咀
嚼
機
能

（
2
色
の
ワ
ッ
ク

ス
チ
ュ
ー
ブ
を
咀

嚼
）、

安
静
時
唾

液
分
泌
量
、
口
腔

湿
潤
度
、
反
復
唾

液
嚥
下
テ
ス
ト

（
RS

ST
）

 

口
腔
機
能
の
良
好
群
と
不
良

群
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
前
後

比
較
を
行
っ
た
結
果
、
咀
嚼

機
能
、
安
静
時
唾
液
分
泌

量
、
口
腔
湿
潤
度
、
が
有
意

に
向
上
し
た
。

 

W
ak

ab
ay

as
hi

 H
, e

t a
l. 

(N
ut

ri
tio

n,
 2

01
8)

 
日
本

 
通
所
介
護
事
業
所
利
用

者
 

介
入
群

43
名
（

平
均

年
齢

80
歳
）

 
対
照
群

48
名
（

平
均

年
齢

79
歳
）

 

ク
ラ
ス
タ
ー
ラ

ン
ダ
ム
化
比
較

試
験

 

記
載
な
し

 
舌
抵
抗
運
動
（
舌
の
前
方
を

硬
口

蓋
に
沿
っ
て
前
歯
部
の
す
ぐ

後
ろ

に
お
い
て
、
硬
口
蓋
を
で
き

る
だ

け
強
く
押
す
）
と
頭
部
屈
曲

運
動

（
お
へ
そ
を
見
る
よ
う
に
で

き
る

だ
け
力
強
く
頭
を
曲
げ
よ
う

と
す

る
の
を
額
に
手
で
圧
力
を
加

え
て

抵
抗
す
る
）
を
い
ず
れ
も

10
秒
間

ず
つ
実
施
（

10
回
×

1
セ
ッ
ト
を

1
日

2
回
）

 
週

3
回
、

3
ヵ
月
間

 

嚥
下
障
害
（

EA
T-

10
）、

舌
圧

 
EA

T-
10

お
よ
び
舌
圧
に
有
意

な
影
響
は
及
ぼ
さ
な
か
っ

た
。

 

M
at

su
ba

ra
 M

, e
t a

l. 
(C

lin
 In

te
rv

 A
gi

ng
, 

20
18

) 

日
本

 
嚥
下
機
能
低
下
の
主
訴

が
あ
っ
た
患
者

21
名

（
平
均
年
齢

74
.0

歳
）

 

前
後
比
較
試
験

 
記
載
な
し

 
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
を

30
拍

/分
に
設

定
し
、

2
秒
に

1
回
の
ペ
ー
ス
で

顎
を
で
き
る
だ
け
早
く
最
大
に
開

く
動
作
を
繰
り
返
す
（

20
回
繰
り

返
す
・

10
秒
休
憩
×

3
セ
ッ
ト
を

1
日

2
回
）

 
毎
日
、

4
週
間

 

嚥
下
造
影
検
査
に

よ
り
、
舌
骨
の
位

置
（
安
静
時
、
嚥

下
時
）、

食
道
括

約
筋
の
開
口
、
舌

骨
挙
上
時
間
、
咽

頭
通
過
時
間

 

介
入
後
、
安
静
時
の
舌
骨
の

垂
直
位
置
が
有
意
に
増
加
し

た
。
ま
た
嚥
下
時
に
お
け

る
、
舌
骨
の
挙
上
と
そ
の
移

動
速
度
、
食
道
括
約
筋
の
開

口
速
度
は
有
意
に
増
加
し
、

舌
骨
の
挙
上
時
間
と
咽
頭
通

過
時
間
は
有
意
に
減
少
し

た
。
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表
2 

研
究
の
特
性
：
英
語
論
文
（
つ
づ
き
）

 
Sa

ka
yo

ri
 T

, e
t a

l. 
(B

ul
l T

ok
yo

 D
en

t C
ol

l, 
20

16
) 

日
本

 
介
護
予
防
事
業
参
加
者

36
名
（
平
均
年
齢

74
.8

歳
）

 

前
後
比
較
試
験

 
20

08
年

1
月
～

20
11

年
2
月
（

4
ク
ー
ル

分
）、

追
跡

終
了

20
12

年
3
月

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
：
口
腔
ケ
ア
、
摂
食

嚥
下
機
能
向
上
を
目
的
と
し
た
体

操
（
顔
面
筋
や
舌
の
運
動
、
唾
液

腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
）
の
指
導
、
明

瞭
な
発
声
の
た
め
の
千
葉
モ
デ
ル

体
操
、
童
謡
（

1
回

12
0
分
、

2～
3
週
に

1
回
、
全

5～
6
回
）

 
毎
日
、

3
ヵ
月
間

 

反
復
唾
液
嚥
下
テ

ス
ト
（

RS
ST

）、

舌
口
唇
運
動
機
能

（
オ
ー
ラ
ル
デ
ィ

ア
ド
コ
キ
ネ
シ

ス
、

O
D

K
）

 

O
D

K
は
介
入
後
有
意
に
向
上

し
た
。
ま
た

1
年
後
の
追
跡

調
査
の
結
果
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

終
了
後
に
ほ
と
ん
ど
実
践
し

な
か
っ
た
人
は
、
毎
日

/時
々

実
践
し
た
人
と
比
べ
て
、
有

意
に
低
下
し
た
。

 

O
ha

ra
 Y

, e
t a

l. 
(G

er
ia

tr
 G

er
on

to
l I

nt
, 

20
15

) 

日
本

 
地
域
在
住
高
齢
者

 
介
入
群

21
名
（

平
均

年
齢

72
.4

歳
）

 
対
照
群

17
名
（

平
均

年
齢

74
.1

歳
）

 

ラ
ン
ダ
ム
化
比

較
試
験

 
記
載
な
し

 
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
講
義
（

口
腔

の
器
官
、
口
腔
機
能
、
口
腔

の
疾

患
、
低
栄
養
）、

口
腔
衛
生
指

導
、

口
腔
機
能
訓
練
（
深
呼
吸
、

首
の

ス
ト
レ
ッ
チ
、
口
唇
・
頬
の

体

操
、
舌
の
体
操
、
舌
回
し
）、

唾
液

腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
各
回

90
分
、
全

6
回
）

 
毎
日
、

3
ヵ
月
間

 

歯
数
、
安
静
時
唾

液
分
泌
量
、
口
腔

乾
燥
感
、
咬
合

力
、
主
観
的
咀
嚼

能
力
、
反
復
唾
液

嚥
下
テ
ス
ト

（
RS

ST
）、

舌
口

唇
運
動
機
能
（
オ

ー
ラ
ル
デ
ィ
ア
ド

コ
キ
ネ
シ
ス
）、

味
覚
閾
値
、
口
腔

関
連

Q
O

L 

介
入
群
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
後
に
安
静
時
唾
液
分
泌

量
が
有
意
に
改
善
し
た
。
ま

た
、

RS
ST

の
2
回
目
お
よ
び

3
回
目
の
累
積
所
要
時
間
も
介

入
群
に
お
い
て
有
意
に
改
善

し
た
。

 
さ
ら
に
、
苦
味
の
閾
値
は
介

入
群
で
有
意
に
低
下
し
、
対

照
群
で
は

3
ヵ
月
後
に
酸
味

の
閾
値
が
有
意
に
上
昇
し

た
。

 
Sa

ka
yo

ri
 T

, e
t a

l. 
(G

er
ia

tr
 G

er
on

to
l I

nt
, 

20
13

) 

日
本

 
介
護
予
防
事
業
参
加
者

36
名
（
平
均
年
齢

77
.1

歳
）

 

前
後
比
較
試
験

 
記
載
な
し

 
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
口
腔
ケ
ア
、

摂
食

嚥
下
機
能
向
上
を
目
的
と
し

た
体

操
（
顔
面
筋
や
舌
の
運
動
、

唾
液

腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
）
の
指
導

、
明

瞭
な
発
声
の
た
め
の
千
葉
モ

デ
ル

体
操
、
童
謡
（

1
回

12
0
分
、

2～
3
週
に

1
回
、
全

5～
6
回
）

 
毎
日
の
実
践
：
摂
食
嚥
下
機
能
向

上
を
目
的
と
し
た
体
操
、
歯
磨
き

（
1
日

3
回
）

 
毎
日
、

3
ヵ
月
間

 

反
復
唾
液
嚥
下
テ

ス
ト
（

RS
ST

）、

舌
口
唇
運
動
機
能

（
オ
ー
ラ
ル
デ
ィ

ア
ド
コ
キ
ネ
シ

ス
、

O
D

K
）、

フ

ー
ド
テ
ス
ト
、
唾

液
分
泌
量
（
安
静

時
、
刺
激
時
）、

唾
液
中
細
菌
数
、

Co
m

m
un

ity
 

Pe
ri

od
on

ta
l 

In
de

x 
(C

PI
) 

O
D

K
が
有
意
に
改
善
し
た
。
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表
2 

研
究
の
特
性
：
英
語
論
文
（
つ
づ
き
）

 
H

ak
ut

a 
C,

 e
t a

l. 
(G

er
od

on
to

lo
gy

, 2
00

9)
 

日
本

高
齢
者
活
動
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
女
性

介
入
群

79
名
（

平
均

年
齢

75
.6

歳
）

 
対
照
群

62
名
（

平
均

年
齢

73
.4

歳
）

 

ク
ラ
ス
タ
ー
非

ラ
ン
ダ
ム
化
比

較
試
験

20
06

年
7

月
～

20
08

年
2
月

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
：
口
腔
に
関
す
る
講

話
、
表
情
筋
の
運
動
（
顔
の
表
情

を
観
察
、
様
々
な
表
情
を
作
っ
て

顔
を
動
か
す
、
あ
い
う
え
お
を
は

っ
き
り
発
音
）、

舌
の
運
動
（
舌
を

観
察
、
甘
味
と
塩
味
の
区
別
、
舌

を
前
に
出
す
・
円
を
描
く
・
左
右

に
動
か
す
）、

唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ

（
1
回

12
0
分
、
月

2
回
、
全

6
回
）

毎
日
の
実
践
：
表
情
筋
の
運
動
、

舌
の
運
動
、
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ

（
最
低

1
日

1
回
）

 
毎
日
、

3
ヵ
月
間

 

歯
の
状
態
、
舌

苔
、
口
臭
、
舌
の

乾
燥
、
嚥
下
機

能
、
唾
液
分
泌

量
、
舌
の
運
動
機

能
、
う
・
い
の
発

音
回
数
、
声
の
大

き
さ
、
食
物
残
渣

量

介
入
群
で
は
、
舌
苔
、
口

臭
、
食
物
残
渣
量
、
舌
の
乾

燥
が
有
意
に
改
善
し
た
。
唾

液
分
泌
量
が
有
意
に
増
加
し

た
。
さ
ら
に
、
舌
の
前
方
保

持
時
間
、

30
秒
間
に
舌
を
動

か
せ
る
回
数
が
有
意
に
増
加

し
た
。

Ib
ay

as
hi

 H
, e

t a
l. 

(T
oh

ok
u 

J 
Ex

p 
M

ed
, 

20
08

) 

日
本

地
域
在
住
高
齢
者

介
入
群

26
名
（

前
期

高
齢
者

19
名
、

後
期

高
齢
者

7
名
）

 
対
照
群

28
名
（

前
期

高
齢
者

18
名
、

後
期

高
齢
者

10
名
）

 

ラ
ン
ダ
ム
化
比

較
試
験

20
07

年
5

月
～

11
月

 
口
腔
機
能
向
上
の
た
め
の
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
表
情
筋
・
舌
・
唾
液

腺
・
嚥
下
に
関
す
る
運
動
）

毎
日
、

6
ヵ
月
間

咬
合
力
、
反
復
唾

液
嚥
下
テ
ス
ト

（
RS

ST
）、

唾
液

分
泌
量

介
入
群
で
は
、
咬
合
力
、

RS
ST

、
安
静
時
お
よ
び
刺
激

時
唾
液
分
泌
量
が
有
意
に
改

善
し
た
。
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